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ＪＲ貨物労連は３月４日に滝野川会館小ホールにおいて２０２２春闘総決起集会を開

催しました。新型コロナウイルス感染症拡大の第６波の収束が見えない中で、感染予防

対策として、シュプレヒコールは行わず、手指の消毒や、ソーシャルディスタンスの確

保などの対策を最大限行なった上で、労連加盟

単組組合員４０名が結集しました。 

主催者の髙木委員長からは「今ＪＲ総連春闘

は結果だけでなく交渉過程も共有化していく。

日本はＯＥＣＤ加盟国の先進国の中で最下位

の賃金であり、年々格差が拡大している。貨物

労組がまずベアを勝ち取ることで他の労連各

単組をけん引していきたい。」と決意の挨拶が

ありました。また、来賓としてＪＲ総連から八

幡書記長を迎え、ＪＲ総連加盟単組の今春闘の

状況報告を受けました。その後、参集した労連８単組より、２０２２ＪＲ総連春闘を闘

うにあたっての要求内容および決意表明が行なわれ、京葉臨海労組からは、「交渉の中

で会社はベア実施を考えていると回答した。」と幸先の良い報告がありました。また、

集会アピールが全会一致で採択され、統一要求・統一闘争で闘っていく意思統一がはか

られました。最後に髙木委員長の団結ガンバローで、今春闘を闘う意思を統一して集会

を終了しました。 

  京葉臨海労組からの報告    団結してガンバロー！！ 


